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老健施設が地域包括ケアシステムの中核であるためには、介護、医療、福祉、自治体などの関係者だけ
でなく、地域住民とのつながりが欠かせない。いまは、インターネットやSNSといった情報発信手段が
多様にあり、誰でも手軽に始められるが、多忙な業務のなかで何から取り組むべきかわからない施設もあ
るだろう。また情報発信に伴うトラブルもあり、リスクマネジメントも求められる。

老健施設にとって効果的な広報とは何か。何に気をつけるべきか。広報やPRの専門家である石川慶子
さんに話を伺った。またSNSを使い広報活動に取り組む老健施設 「瑞穂の里」を取材した。

インタビュー

広報とは地域との信頼を築く
コミュニケーション活動
石川慶子さん
社会構想大学院大学 コミュニケーションデザイン研究科 教授
特定非営利活動法人日本リスクマネジャー＆コンサルタント協会 副理事長

レポート

人材の採用・定着と利用者の循環に向け
SNSを活用し情報発信を活性化
介護老人保健施設瑞穂の里（埼玉県）

老健施設の
広報と地域啓発 
信頼を築く情報発信術
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